
　媒介変数表示 x=sin t，y=01 1+cost sin t   00(t 1(  で表される曲線を C とする。
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　ゆえに，0(t( における増減表は右のようになる。

　

（入試演習）　　　　　媒介変数の微分積分
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　したがって，曲線 C の概形は右の図のようになる。

(3)　(2) より，求める面積 S は右の図の斜線部分の面積で

　ある。
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